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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２０年　８月　３０日　(土)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　中野　円香　　　　記録者　福士　一　　　
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・寒暖の差が激しく、体調を崩す患者様もでてきますので、特にＣＤユニットは室温、寝具調整ならびに衣類調整をこまめに行っていきましょう。

・カルテチェック係より～

黄色の付箋のあるカルテは、早急にチェック、整備を行って下さい。期限は８/３１です。９月に再確認をしますので、付箋は剥がさないようにお願いします。

・Ａユニットのスタッフは、ＣＤユニットの面会時、忘れずに家族教室のアンケート用紙と面会票を２Fのスタッフへ渡すようにして下さい。

・断水につき、ポリタンク庶務から３ヶ借りています。使用後は返却して下さい。
断水予定

８/３０　９：３０～１２：００　２Ｆ風呂・南Ａ

９/６　　８：３０～１２：００　１Ｆ風呂・Ｂトイレ、洗面台・ＣＤ全部

・９月になりますので、チェスト内を夏物衣類から秋物の衣類に少しずつかえていきましょう。面会時にでも、御家族へ説明し、夏物衣類を返却しましょう。

・家族教室が９／２　１３時～１７時　メンタルケア病棟３F会議室で行われます。

・環境整備（特にＣＤユニット居室）が、雑になっています。当日の担当者は、責任をもって行いましょう。担当者以外でも気付いたスタッフは整理整頓を心がけましょう。

・学術の抄録を所定のフォルダーに入力して下さい。期限は８/３１まで。

＜患者様連絡事項＞

・大渡　福蔵様～昨日の夕から経口摂取が困難であり、内服も難しい為、今日の朝から服

薬止めになっています。点滴２４時間キープ、酸素１０L続行中です。

全身状態の観察を密に行っていきましょう。また、身体拘束中ですので、

拘束部位の循環障害や痺れ等の観察も併せて観察していきましょう。

・角谷　育子様～気管支炎の疑いがあり、今日の昼からムコキール（去痰剤）、クラビット（抗菌剤）３日分臨時処方されました。引き続き、風邪症状の観察や排痰の程度の観察を行っていきましょう。また、歩行にふらつきもある為、付き添いし、安静保持を促していきましょう。

・市橋　ヒデ様～夜間のトイレ誘導時、歩行困難であり転倒の危険がある為、オムツの種類、また排泄パターンの確認と対応を検討していきましょう。

＜SST評価・検討＞

Aグループ　　　テーマ「今月の評価と総括」

・山内　公博様～活動前は「もう、いいよ」と、消極的な姿勢であるが、ＳＳＴが始まる

と拒否なく参加し、自発的な意見も聞かれる。

・玉井　悠策様～最初の声掛けには、拒否したが、時間をおき、再度促すと拒否なく参加。

参加中は、自発的な発言はないが、問いかけには適切に返答。
総括：今月の評価、総括では、目標を忘れている方がいたが、確認後は、ほとんどの方が

自己評価、怠った部分を振り返る事が出来ている。
Bグループ　　　テーマ「今月の評価と総括」
・西沢　正様　～活動中、テーマから外れる事があり、介入を要している。その後も同行為があり、随時、介入が必要である。

・田村　耕一様～「早くはじめろよ」など怒鳴る事があるが、活動が始まると表情穏やかで経過・他患者様とのトラブルはない。

総括：表情良く経過。評価だった為か、発言は少なめである。時折、的外れだったり、短いコメントだったりだが、それぞれ発言をできていた。目標を覚えていない方が殆どであったので、発表前に目標を思い出していただいた。

C・Dグループ　　テーマ「今月の評価と総括」
・村山　トシ様　～テーマを理解し、適切に発言。不満の訴えなどなく、集中して活動に参加出来ている。

・大沢　とくゑ様～誘導にて参加できているが、内容に理解出来ず、また独語も激しい。他患者への影響もある為、メンバーから削除を検討。

総括：向山忠義様、板垣富蔵様は排泄に時間を要し、個別にて対応。その他にも大沢とくゑ様など多動であり、独語も激しい為、他患者様への影響あるとみなし、個別で対応（参加メンバーの検討必要）。参加者全員が笑顔で発表していた。







